
北
九
州
歴
史
文
化
遺
産　

第
五
十
四
回

着
る
、
見
る
者
の
心
揺
る
が
す
小
倉
織　

実
は
江
戸
期
の
北
九
州
か
ら

縦
じ
ま
模
様
の
和
風
の
織
物
。
そ
う
、
日

本
の
着
物
、
帯
は
も
ち
ろ
ん
今
は
バ
ッ
グ
、
ネ

ク
タ
イ
、
様
々
な
道
具
の
容
器
や
そ
の
包
装

な
ど
と
し
て
も
愛
用
さ
れ
て
い
る
の
が
小
倉

織
。
古
く
か
ら
日
本
全
国
で
使
わ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
名
の
通
り
、
実
は
そ
の
織
物
の

起
源
は
江
戸
時
代
初
期
、
こ
こ
北
九
州
・
小

倉
の
地
に
あ
っ
た
。
２
０
２
２
年
9
月
、
小

倉
織
が
福
岡
県
知
事
指
定
特
産

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
。
改
め
て

今
、
そ
の
価
値
が
見
直
さ
れ
、
人

の
関
心
を
引
き
つ
け
て
い
る
。

家
康
も
愛
用　

 

全
国
に
普
及

そ
の
特
長
は
、
良
質
で
純
白
の

生
綿
か
ら
紡
い
だ
綿
糸
を
２
本
か

ら
4
本
よ
り
合
せ
た
強
い
糸
（
双

糸
）
で
織
っ
た
大
変
丈
夫
、
か
つ

光
沢
が
あ
る
こ
と
。
綿
織
物
は

江
戸
時
代
、
全
国
で
生
産
さ
れ
て

い
た
が
、
小
倉
織
は
そ
の
中
で
も

「
武
士
の
袴
は
小
倉
に
限
る
。
擦

っ
て
も
突
い
て
も
破
れ
ず
却
っ
て

光
沢
を
増
し
た
」
と
評
さ
れ
る
ほ

ど
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
こ
と
で
名
を
知
ら
れ
、

岡
山
、
長
野
、
栃
木
県
な
ど
に
伝
わ
っ
た
と

い
う
。
江
戸
時
代
、
隠
居
後
の
徳
川
家
康
が

鷹
狩
り
の
際
、
小
倉
織
の
袴
を
着
用
し
て
い

た
と
記
す
史
料
、
細
川
忠
興
が
家
臣
に
「
小

倉
縞
」
と
す
る
名
の
産
品
調
達
を
命
じ
た
記

録
等
も
あ
り
、
小
倉
織
は
少
な
く
と
も
江
戸

時
代
初
期
に
は
生
ま
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。

　

江
戸
中
期
の
天
明
3
年
（
１
７
８
３
）、

地
理
学
者
と
し
て
名
高
い
古
河
古
松
軒
は
旅

行
記
「
西
遊
雑
記
」
で
「
産
物
に
小
倉
木
綿

と
云
う
あ
り
、
他
国
に
は
な
き
上
品
の
木
綿

な
り
」
と
評
価
し
、
他
領
に
も
知
ら
れ
る
産

物
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
全
盛

期
は
嘉
永
年
間
（
１
８
４
８
～
１
８
５
４
）

前
後
。
小
倉
城
下
町
と
行
橋
、
黒
崎
な
ど
近

郊
の
士
族
約3000
軒
の
婦
女
子
に
よ
っ
て

織
ら
れ
、
販
路
は
九
州
は
も
ち
ろ
ん
、
江
戸

や
京
阪
な
ど
全
国
に
広
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

だ
が
、
幕
末
を
迎
え
て
政
治
情
勢
の
混
乱
に

伴
い
商
取
引
も
混
乱
し
て
生
産
は
激
減
、
衰

微
し
た
。
明
治
に
な
る
と
手
織
り
か
ら
機
械

織
り
が
普
及
。
書
生
の
袴
や
学
生
制
服
に
用

い
ら
れ
、
小
倉
織
物
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ

る
な
ど
復
活
の
気
運
が
生
じ
、
行
政
も
支
援

し
た
が
、
大
正
時
代
、
金
融
恐
慌
の
余
波
な

ど
で
さ
ら
に
衰
微
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昭
和

初
期
に
途
絶
え
た
。

途
絶
半
世
紀
後
復
活　

 

新
た
な
発
展
へ
関
心
高
ま
る

そ
そ
ん
な
中
、
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）、

北
九
州
市
の
染
織
家
築
城
則
子
さ
ん
が
断
片

を
元
に
小
倉
織
復
元
に
成
功
し
た
。
同
市
出

身
で
染
織
研
究
所
で
綿
織
の
基
本
を
学
ん
だ

後
、
国
内
各
地
で
も
学
び
工
芸
展
へ
の
出
品

な
ど
経
験
を
積
む
な
か
で
小
倉
織
断
片
と
出

会
い
、
復
元
に
尽
力
。
以
後
も
工
芸
展
へ
の

出
品
、
個
展
な
ど
を
重
ね
、
小
倉
織
へ
の
関
心
、

注
目
度
を
高
め
、
愛
好
者
を
増
や
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
平
成
7
年
（
１

９
９
５
）、
市
民
文
化
講
座
を
き
っ
か
け
に
、

小
倉
織
の
調
査
、
研
究
、
普
及
活
動
を
行
う

豊
前
小
倉
織
研
究
会
（
後
、
一
般
社
団
法
人

化
）
が
発
足
し
た
。
同
研
究
会
は
現
在
、
研

究
会
員
８
人
、
伝
承
会
員
12
人
で
構
成
。
代

表
大
和
恵
子
さ
ん
（
71
）
に
よ
る
と
、
小
倉

高
校
の
制
服
が
小
倉
織
だ
っ
た
時
代
が
あ
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。「
小
倉
に
生
ま
れ
、

染
織
に
関
わ
っ
て
い
な
が
ら
小
倉
織
を
全
く

知
ら
ず
、
平
成
5
年
（
１
９
９
３
）、
市
民

講
座
で
学
ん
だ
こ
と
が
現
在
に
至
る
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
糸
紡
ぎ
の
技
術
が
地
元
に
は
残
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
愛
知
県
ま
で
習
い
に
行
く

な
ど
し
、
少
し
ず
つ
実
態
を
つ
か
ん
で
い
き
ま

し
た
。
2
年
後
、
工
房
を
設
け
て
織
り
始
め
、

手
織
り
の
良
さ
を
味
わ
い
、
今
、
小
学
生
に

も
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
に
は
、
長
年
、

小
倉
織
の
復
元
や
創
作
を
続
け
て
き
た
作
家
、

研
究
家
に
よ
る
小
倉
織
協
議
会
が
発
足
、
同

30
年
（
２
０
１
８
）、
小
倉
織
組
合
へ
と
引
き

継
が
れ
た
。

ま
た
、
北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物

館
（
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
）
で
は
昭
和
の

旧
歴
史
博
物
館
の
時
代
か
ら
小
倉
織
の
歴
史

や
技
術
に
関
す
る
研
究
を
重
ね
て
き
て
お
り
、

綿
を
館
の
敷
地
内
で
栽
培
し
、
近
年
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
実
演
展
示
も
行
っ
て
い
る
。

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
か
ら
機
織
り
機
を

実
演
、操
作
す
る
石
橋
勝
郎
さ
ん（
79
）は「
小

倉
織
は
布
と
布
の
隙
間
が
な
く
、
丈
夫
で
し

な
や
か
で
温
か
い
。
糸
の
色
で
織
物
全
体
の
色

に
な
る
」
と
そ
の
魅
力
を
説
明
。
同
館
学
芸

員
上
野
晶
子
さ
ん
は
「
一
時
は
幻
と
さ
え
言

わ
れ
た
郷
土
の
織
物
が
、
市
民
の
手
で
再
び

守
り
、
伝
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
経
（
た

て
）
糸
と
緯
（
よ
こ
）
糸
が
織
り
な
す
小
倉

織
の
よ
う
に
、
博
物
館
は
こ
れ
か
ら
も
小
倉

織
を
担
う
市
民
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
・
普

及
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
市
民
と
の
協
調
に

よ
る
更
な
る
発
展
を
期
し
て
い
る
。

シ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ 

村
田
和
夫

北九州市立自然史・歴史博物館所蔵の、かつて子ども
達がはいていた小倉織袴（はかま）。同館と小倉織協議
会が編集・発行の書「小倉織」から転載

今
回
の
歴
史
文
化
塾
は
感
染
予
防
の

た
め
中
止
致
し
ま
す
。

2022 年 11月から約 2ヶ月、
小倉城庭園企画展で披露された小倉織

北九州市立自然史・歴史博物館の小倉織展示コーナーで行われている
石橋勝郎さんによる機織りの実演。


